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学生への指導方針 

現時点では治せない血液疾患患者を治せるようにすることを志して、大きな目標を掲げて研

究を行うように指導します。血液・腫瘍内科学は、他の分野と比較して、患者検体へのアク

セスが非常によく、ヒト検体を用いた研究が容易であり、それゆえ基盤的研究で得られた研

究成果を治療に応用しやすいのが特徴です。質の高い基礎研究を行うだけでなく、それをい

かに臨床応用していくかというところまで念頭に置いて指導します。 

学生に対する要望 
多様性を重視しておりますので、臨床研究中心の医師から Non-MD 研究者までどなたも大歓

迎です 

問 合 せ 先 

(Tel) 06-6879-3871 

担 当 者 保仙 直毅 
(Email) hnaoki@bldon.med.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 

（以下教室紹介） 

研 究 内 容 

１． 血液がんに対する新たな細胞遺伝子治療・免疫療法の開発・トランスレーショナルリサーチ 

２． 造血細胞の増殖・分化・生存機構 

３． 造血器腫瘍の病因と病態 

４． 血小板異常症の分子異常の同定と病態解析 

５． 発作性夜間血色素尿症（PNH）の病態解析と治療 
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